
「
イ
リ
危
機
」
と
ウ
イ
グ
ル
人

漬

正

美

田

一
八
八
一
年
二
月
二
十
四
日
、
露
清
爾
園
聞
の
い
わ
ゆ
る
「
イ
リ
危
機
」
を

解
決
す
る
た
め
、
セ
ン
ト
・
ベ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
倹
約
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
燦

約
は
、
そ
の
第
三
僚
に
お
い
て
、
「
伊
笠
の
居
民
」
に
射
し
、
ロ
シ
ア
領
に
遷

居
し
て
、
そ
の
園
籍
に
入
る
自
由
を
認
め
て
い
た
。
省
時
、
イ
リ
鎗
谷
に
は
、

タ
ラ
ン
チ
〈
ウ
イ
グ
ル
)
、
ト
ク
ン
ガ
ン
(
漢
回
)
、
シ
ポ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
漢
な

ど
の
諸
民
族
が
居
住
し
て
い
た
が
、
な
か
に
あ
っ
て
、
タ
ラ
ン
チ
と
ト
ヲ
ン
ガ

ン
は
、
一
八
六
四
年
の
反
飢
に
封
す
る
清
朝
の
報
復
を
恐
れ
た
が
故
に
、
そ
の

相
嘗
部
分
が
ロ
シ
ア
領
に
移
住
し
た
。
こ
れ
ら
移
住
者
の
な
か
に
、
ム
ッ
ラ

1
・
ピ
ラ
l
ル
と
サ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
い
う
二
人
の
タ
ラ
ン
チ
詩
人
が

含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
一
七
七
一
年
の
ロ
シ
ア
軍
の
侵
入
に
射
す
る
抵

抗
、
ロ
シ
ア
領
へ
の
移
住
の
経
緯
、
移
住
後
の
生
活
の
苦
し
み
と
望
郷
の
思
い

な
ど
を
、
詩
に
作
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
作
品
(
「
キ
タ
l
ピ
・
ガ
ザ
l
ト
・
ダ

ル
・
ム
ル
キ
・
チ
l
ン
」
と
「
シ
ャ
ル
ヒ

・
シ
カ
ス
タ

・
ナ
!
?
」
)
を
紹
介

し
つ
つ
、
現
在
の
中
ソ
園
境
問
題
の
歴
史
的
背
景
の

一
端
を
明
か
に
し
た
い
と

考
え
る
。

ハ
ン
ガ
イ
と
陰
山

士
口
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北
ア
ジ
ア
遊
牧
諸
族
の
君
主
の
根
接
地
は
、
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
方
面
に
置
か
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
旬
奴
、
鮮
卑
(
拓
政
部
)
、
モ
ン
ゴ
ル
(
ア

ル
タ
ン
"
ハ

l
y
〉
は
陰
山
山
脈
方
面
に
根
接
地
を
置
い
た
し
、

突
阪
、
ゥ
ィ

グ
ル
、

モ
ン
ゴ
ル
(
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
〉
は
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
方
面
に
根
縁
地
を
置

い
た
。
柔
然
も
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ハ
ン
ガ
イ
と
陰
山
方
面
が
板
接
地
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
は
種

種
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
た
結
果
根
接
地
と
し
て
選
ば
れ
繍

け
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
そ
う
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
指
摘
さ
れ

は
し
た
が
具
態
的
説
明
の
な
さ
れ
る
こ
と
の
あ
ま
り
な
か
っ
た
経
済
面
の
理
由

に
焦
粘
'
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
間
題
を
解
穫
し
た
い
。

第
一
に
、
ハ
ン
ガ
イ
が
森
林
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
陰
山
も

同
じ
く
森
林
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
設
す
る
。
そ
し
て
こ
の
森
林
ス
テ

ッ
プ
が
な
.せ
彼
ら
の
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
の
か
を
の
べ
た
い
。

第
二
に
、
ハ
ン
ガ
イ
と
陰
山
が
山
で
あ
る
こ
と
の
も
つ
意
味
を
考
え
る
。

こ

の
場
合
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
い
て
森
林
ス
テ
ッ
プ
は
同
時
に
ほ
と
ん
ど
山
岳
地

帯
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
ず
意
味
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
山
自
鐙
に
も
い
く
つ
か
の

有
利
な
黙
の
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
い
。
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中
東
現
代
史
と
イ
ス
ラ
ム

加

賀

谷

寛

イ
ラ
ン
革
命
(
イ
ラ
ン
で
は
「
イ
ス
ラ
ム
革
命
」
と
よ
ぶ
〉
は
中
東
現
代
史

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
復
興
の
勢
い
を
示
唆
す
る
も
の
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中

東
研
究
・
イ
ス
ラ
ム
研
究
の
現
械
を
み
て
も
、
現
代
イ
ス
ラ
ム
の
諸
展
開
の
研

究
は
遅
れ
た
分
野
で
あ
り
、
ま
た
一
園
内
だ
け
の
設
展
に
偏
っ
て
き
た
。

こ
こ
に
中
東
の
な
か
で
、
エ

ジ
プ

ト
、
ト

ル
コ
、

イ
ラ

ン
の
三
園
を
同
時
的


